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学校だより

授業参観、ＰＴＡ総会、学年保護者会、お世話になりました

４月２７日（金）、第１回授業参観並びにＰＴＡ総会・生徒育成会総会、
学年保護者会が行われました。平日にも関わらず、お時間を作ってご参加
いただき、本当にありがとうございました。
授業参観では、子どもたちは、お家の方の視線を感じてか、ちょっとだ

け緊張していたようです。その後行われたＰＴＡ総会・生徒育成会総会で
は、今年度の事業計画や予算の審議をしていただき、今年度の活動につい
て共通理解を図ることができました。学年保護者会でも、学年の経営方針
及び学習指導や生活指導について説明がありました。
いよいよＰＴＡ活動も本格的にスタートします。学校、家庭、地域が一

体となって子どもたちの学びと成長をしっかりと支えてまいりましょう。

〈次週の予定〉
日 曜 主 な 行 事
7 月 全校朝会 家庭訪問
8 火 耳鼻科検診 家庭訪問
9 水 家庭訪問
10 木
11 金 生徒会総会
次週は、家庭訪問のため、７～９日の３日間のみ
１７時完全下校となります。

「逃げない・負けない・あきらめない」 勇気を持って！
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◇◇ 今週の言葉 ◇◇

何かに挑戦して失敗するのは、
確かにちょっと恥ずかしい。
でも、何もしない方がもっと恥ずかしい。

～ 結果を心配せず、まずは始めよう！ ～

親子で語り合いたい・・・ 「ちょっとためになる話 その１」
豆知識的な雑学から、心にとどめたい感動のお話まで、様々なジャンルのお

話をご紹介します。ぜひ一家団らんの時間、親子の会話の話題にしていただけ
ればと思います。第１回のテーマは、「思い込み」です。

「サーカスの象」

あるサーカス団に一頭の子どもの象がいました。片足を鎖でつながれていて逃げられま
せん。それでも、その子象は、鎖をひきちぎろうと何度も何度もトライしますが、子象の
力ではとうてい鎖は切ることができず、とうとう諦めてしまいました。
やがて、子象も大きくなり立派な象に成長します。足には、子象の時と同じ鎖がつなが

れています。今なら簡単に引きちぎることができるはずです。しかし、象はその鎖を引き
ちぎろうとはしません。子象の時にちぎれなったために、成長した今でも「引きちぎるこ
とはできないだろう」と思い込んでいて、もう試そうともしないのだそうです。
人間も同じ。「できない」という思い込みが、本来持っている力までつぶしてしまって

ていないでしょうか。「できるはず」という思いと「やってみよう」という姿勢が、力を
生み出すのかもしれませんね。

希望ヶ丘の歴史を学びました！ ～ 希望ヶ丘の歴史を学ぶ会 ～
４月２５日（水）は、本校の創立記念日です。今年で７１周年を

迎えました。この日を記念して、１年生を対象に「希望ヶ丘の歴史
を学ぶ会」を実施しました。希望ヶ丘は、以前は「昼間牧場」と呼
ばれ、荒れ地になっていました。それを整備し現在のような素晴ら
しい環境にするまでには、多くの先人の苦労がありました。
今回、その歴史を語ってくださったのは、昭和２９年度卒業生の

大森様、星様、柏様、陳野様の４名の方々です。講話の中では、当
時の中学生の生活の様子にも触れていただき、１年生にとっては楽
しくとても勉強になるお話ばかりでした。


